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肇
雑

報
二

　
◎
恒
星
の
直
樫
の
新
測
定
法

本
月
】
月
元
旦
の
東
京
時
事
新
報
は
ニ
ユ
ウ
ヨ
ー
”

電
敦
ミ
し
て
来
國
の
マ
イ
ケ
〃
ツ
ソ
氏
が
恒
星
の
直

維
測
定
に
成
功
し
れ
こ
竃
た
報
じ
れ
。
之
れ
は
實
に

恒
星
置
上
の
重
大
事
件
で
あ
る
。
元
來
恒
星
に
非
常

な
逡
距
離
に
あ
ろ
た
め
世
界
最
大
の
望
逡
鏡
で
齪
て

も
一
光
黙
に
・
し
か
見
ぴ
2
な
い
。
そ
れ
で
昔
・
し
か
ら
恒

星
の
直
経
か
直
接
に
測
る
こ
ε
に
全
く
不
可
能
ご
さ

れ
て
る
れ
。
・
し
か
ろ
に
数
年
前
か
ら
佛
國
や
米
國
の

學
目
測
が
光
線
の
干
渉
高
い
ふ
物
理
妙
筆
の
原
理
か

慮
用
・
し
て
天
盤
の
極
め
て
小
角
妙
な
測
定
せ
ん
ご
試

み
、
既
に
一
八
九
八
年
肥
人
ア
ミ
氏
は
木
星
の
衛
星

の
直
経
淵
定
に
成
功
し
、
叉
一
二
年
末
米
人
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
に
二
重
星
カ
ペ
ラ
祉
測
定
・
し
て
距
離
O
●
〇

五
四
五
秒
ピ
い
ふ
値
な
得
て
み
る
。
近
年
は
此
の
方

法
奄
夏
に
一
暦
…
獲
蓮
也
し
め
て
恒
星
の
直
径
な
直
接

に
測
ら
ん
こ
す
ろ
試
み
が
行
は
れ
て
る
れ
の
で
あ
ろ

今
回
の
罫
書
電
報
は
遂
に
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
教
授
（
肝

P
・
冒
ざ
げ
㊦
ぎ
淫
雨
國
シ
カ
ゴ
大
學
敏
授
）
　
が
之
れ

に
成
功
し
、
ナ
リ
ナ
ン
座
ア
星
の
直
穫
が
我
が
太
陽

の
三
百
倍
な
り
ミ
報
じ
て
み
る
。

併
し
此
の
干
渉
法
は
総
じ
て
光
を
多
量
に
必
要
ミ

す
る
方
法
で
あ
る
か
ら
、
現
今
此
れ
潜
行
ひ
得
る
れ

め
に
ば
大
望
還
鏡
な
用
み
て
、
一
等
星
程
度
の
星
な

測
叫
得
る
に
渦
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
が
、
兎
に
角
此
の

方
法
が
成
功
し
六
以
上
、
漸
次
方
法
が
敗
良
ざ
れ
て

微
光
星
の
測
定
も
な
・
し
得
ろ
日
が
撒
く
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
み

が
く
て
恒
星
が
遊
星
並
に
取
扱
は
れ
る
に
至
る
の
ば

學
問
の
勝
利
こ
・
し
て
喜
ば
ね
ば
な
ら
ね
。

　
◎
黄
道
光
を
観
よ

　
今
や
夕
暮
の
西
空
に
、
賑
は
・
し
い
黄
道
光
が
幽
現

す
る
時
が
來
れ
。
譲
者
諸
君
、
此
の
好
機
奄
逸
し
給

ふ
勿
れ
。

　
黄
道
光
ご
は
毎
年
、
九
月
か
ら
＋
一
月
頃
へ
か
け

て
早
朝
H
出
前
の
東
方
の
地
準
線
上
、
或
偵
一
員
か

ら
四
月
の
頃
、
日
没
後
直
ち
に
西
方
地
弔
線
上
に
、

斜
に
高
く
立
つ
光
帯
で
あ
る
。
見
ひ
2
る
様
子
ぼ
恰
も

天
の
河
の
一
部
分
の
や
う
で
あ
ろ
か
、
常
に
低
い
地

準
線
に
於
い
て
最
も
」
幅
輝
く
、
上
へ
行
く
に
從
っ
て

漸
々
ぜ
ま
ぐ
な
っ
て
み
ろ
。
全
髄
の
形
が
地
竿
線
に

澹
は
な
い
で
、
む
し
ろ
細
長
く
立
っ
て
る
る
か
ら
夕

焼
ご
は
容
易
に
匪
別
ず
ろ
こ
ミ
が
出
懸
る
、
色
は

白
。
普
通
の
肉
眼
で
充
分
立
添
に
雲
霧
2
ろ
、
望
邊
鏡

な
用
み
る
べ
き
も
の
で
は
害
い
。

　
此
の
黄
溢
光
は
永
い
間
我
が
地
球
の
豊
麗
物
だ
ミ

思
は
れ
て
る
れ
．
、
し
か
し
今
日
は
之
れ
な
直
接
に
太

陽
の
附
編
だ
ミ
し
て
疑
は
な
く
な
つ
れ
。
見
て
み
ろ

ε
一
定
の
形
々
保
つ
索
ま
》
此
の
黄
道
光
は
時
間
の

経
つ
に
軍
つ
れ
、
イ
、
西
へ
浸
・
し
げ
、
”
打
く
・
し
、
　
η
人
光
な
分
訴

し
て
見
る
ご
太
陽
ご
同
じ
光
り
奄
放
っ
て
る
ろ
こ
ε

が
解
つ
六
の
で
、
此
れ
は
要
す
る
に
太
陽
の
周
園
に

密
集
し
て
み
る
微
粒
の
天
膣
が
太
陽
の
光
線
を
反
射

し
て
輝
い
て
み
る
の
で
あ
る
。
一
々
の
微
粒
子
は
極

め
て
小
さ
ゼ
も
の
で
あ
ろ
が
、
全
髄
は
す
い
ぶ
ん
多

量
に
舞
い
空
聞
な
占
め
て
み
ろ
の
で
、
セ
ー
リ
ゲ
ル

（
e
り
∩
①
，
一
σ
q
Φ
一
．
）
の
推
算
に
よ
れ
ば
雛
質
量
が
我
が
地
球

の
倍
も
あ
ろ
ミ
い
ふ
。
肉
瞑
で
見
て
も
幅
に
四
五
十

度
に
及
び
太
陽
か
ら
六
ヒ
十
度
ぐ
ら
み
の
距
離
に
廣

が
つ
て
み
る
か
ら
、
勿
論
水
星
ぽ
此
の
黄
道
光
物
質

の
中
な
上
行
し
て
み
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
セ
ー
－
ー
ゲ

ル
氏
は
水
星
に
封
ず
ろ
此
の
物
質
の
抵
抗
か
ら
推
諭

・
し
て
、
天
醗
力
遡
上
多
年
の
宿
題
れ
ろ
水
星
軌
道
近

日
蹴
の
移
動
な
説
明
℃
れ
。
（
但
し
此
の
理
論
は
最

近
ア
イ
ソ
ス
タ
イ
ソ
氏
の
相
封
論
か
ら
も
取
扱
は
れ

て
る
ろ
。
）

　
諦
者
諸
君
は
毎
夕
島
の
黄
道
光
な
忠
良
に
齪
察
し

天
圖
の
上
に
此
の
黄
道
光
の
据
が
り
な
ス
ケ
ソ
チ
し

れ
り
、
其
の
中
に
見
砂
か
く
れ
す
る
星
の
光
に
よ
っ

て
光
帯
の
強
さ
な
記
錬
・
し
。
他
H
潜
れ
な
登
表
ぜ
ら
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る
》
な
ら
ば
、
臨
界
の
れ
め
に
興
昧
あ
ろ
貢
献
ミ
な

ろ
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
金
星
掛
る

表
紙
の
天
象
欄
に
も
あ
ろ
通
り
寳
の
明
星
寸
」
し
て
の

A眠

ｯ
が
ム
思
々
接
近
し
て
來
六
。
　
二
月
十
日
陥
†
凸
剛
六
時

に
は
太
陽
か
ら
最
大
離
隔
で
實
に
四
十
六
度
四
十
五

分
の
距
離
だ
け
離
れ
ろ
、
噛
ご
に
な
ち
。
望
宝
鏡
で
見

れ
ば
蝿
の
時
が
丁
度
青
月
の
形
に
見
ね
る
時
で
、
直

径
に
二
十
四
秒
、
吾
が
地
球
か
ら
一
億
Q
二
百
萬
キ

ロ
（
二
千
六
百
萬
里
）
で
あ
る
。
・
し
か
・
し
此
の
時
金
星

は
毎
秒
時
四
＋
一
キ
ロ
〔
約
＋
里
）
づ
・
の
速
さ
で
進

ん
で
來
。
再
が
蛾
球
は
又
毎
秒
時
こ
十
一
キ
ロ
約
五

里
の
罰
で
後
退
し
て
み
る
か
ら
差
引
二
＋
キ
ロ
づ
＼

毎
秒
金
星
が
近
づ
い
て
來
る
こ
ご
に
な
ろ
。

　
最
大
離
隔
か
過
ぎ
れ
ば
金
星
ぼ
其
の
後
漸
々
太
陽

に
近
づ
き
從
つ
で
望
遠
鏡
で
見
れ
場
合
，
輝
い
力
表

画
は
だ
ん
く
細
く
な
っ
て
三
日
月
形
に
近
づ
く
の

で
あ
る
が
、
吾
が
地
球
へ
の
距
離
ぽ
総
々
近
く
な
る

れ
め
、
光
は
却
っ
て
増
し
て
行
く
。
遂
に
三
月
二
十

口
頃
に
最
大
光
輝
に
達
す
る
筈
で
あ
ろ
。
其
の
頃
、

眼
の
好
い
人
に
は
白
書
、
に
も
此
の
金
星
が
見
ひ
2
ろ
こ

ピ
に
な
ろ
。

　
共
の
後
爾
も
金
星
に
太
．
陽
に
援
近
し
て
、
四
月
二

十
モ
日
下
合
ε
な
る
。
既
の
時
は
太
陽
の
北
六
度
の

場
所
に
あ
る
筈
で
あ
ろ
が
、
地
球
に
面
・
し
れ
雫
面
は

太
陽
の
光
な
受
け
な
い
牛
合
で
あ
ろ
か
ら
重
ん
ご
全

艦
が
暗
黒
盤
．
に
見
レ
2
ろ
。
特
別
な
装
置
を
し
な
け
れ

ば
親
測
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
距
離
か
ら
言

へ
ば
此
の
同
時
が
融
最
も
地
球
に
近
い
畦
で
請
帆
直
樫
は
五

十
九
秒
I
l
月
の
三
十
分
の
一
で
あ
る
。

　
下
合
以
後
は
曉
の
星
ミ
な
う
が
。
此
の
事
は
次
號

に
載
ぜ
ろ
。

　
　
⑧
新
　
星
　
爽
　
見

来
國
ハ
ア
ブ
ァ
ド
大
毒
よ
り
の
報
に
よ
れ
ば
去
年
十

一
月
＋
H
頃
、
同
所
の
ミ
ス
。
ウ
ヅ
氏
は
射
手
座
の

縫
に
｝
薪
星
猛
襲
見
し
れ
ミ
い
ふ
。
位
置
住
赤
裡

十
七
時
五
十
九
分
、
赤
緯
三
十
一
度
四
十
五
分
、
帥

ち
同
星
座
が
星
の
南
二
度
賜
の
所
で
あ
る
。
此
の
新

星
は
一
九
一
四
年
八
月
七
日
以
前
の
｛
鳥
眞
に
㎞
μ
寛
岬
っ

て
み
な
い
の
に
、
同
九
日
に
は
始
め
て
九
等
孕
寸
」
・
し

て
現
は
れ
、
次
に
同
十
一
、
十
二
爾
日
は
八
等
星
に

昇
つ
れ
。
其
の
後
ぱ
漸
次
衰
へ
て
，
翌
年
七
月
三
十

日
に
は
十
四
等
以
下
に
な
っ
て
了
つ
れ
書
い
ふ
。
現

今
は
全
く
見
＠
な
い
。
l
I
だ
か
ら
螢
見
こ
い
っ
て

も
事
件
ば
實
に
六
年
蔚
の
事
で
、
今
度
篤
学
版
の
検

査
に
よ
り
始
め
て
そ
れ
ミ
氣
が
つ
い
た
ε
い
ふ
登
見

の
し
方
で
あ
る
。
射
手
座
の
評
議
こ
し
て
は
今
度
の

が
第
七
薪
星
で
あ
ろ
。

　
夏
に
叉
一
つ
同
じ
ウ
ヅ
氏
は
昨
年
十
一
月
の
末
、

狼
座
の
窩
眞
に
一
新
星
奄
獲
見
し
れ
。
位
置
は
赤
経

十
五
時
三
十
二
分
，
赤
緯
南
五
十
一
度
五
＋
九
分
亀

畦
は
昨
年
七
月
七
日
突
如
§
し
て
九
等
星
に
輝
い
れ

の
で
あ
ろ
。

　
斯
星
の
一
般
に
つ
い
て
は
我
が
山
本
助
数
授
が
去

年
＋
月
か
ら
「
天
窓
月
報
」
に
連
綾
し
お
論
文
を
骸
表

・
し
て
ゐ
ら
れ
’
ろ
。
古
今
東
西
の
記
鋒
に
あ
ろ
総
て
の

新
星
た
述
べ
ら
れ
る
筈
で
多
分
本
年
の
三
四
月
頃
ま

で
黒
雲
さ
れ
る
だ
ら
う
。
島
の
論
丈
に
よ
れ
ば
「
五

七
二
年
以
來
比
較
的
正
確
に
観
測
さ
れ
れ
新
星
は
昨

年
入
月
ま
で
に
四
＋
一
個
で
あ
る
。
故
に
、
最
近
ゾ
ヅ

氏
の
星
は
第
四
十
二
星
及
第
四
＋
一
】
、
一
星
こ
な
る
。
而

し
て
此
の
槍
傷
の
中
で
ハ
ア
ブ
ド
罵
藁
に
よ
る
獲
見

数
は
二
十
二
個
で
牟
籔
以
上
に
蓮
・
し
て
み
る
。

　
　
㊥
新
彗
星
の
登
見

　
白
國
プ
ザ
ユ
セ
ル
府
の
天
山
久
報
知
國
際
中
央
局
よ

り
の
報
知
に
よ
れ
ば
去
る
十
二
月
十
三
日
南
瓜
喜
望

隆
．
天
山
久
寵
壼
で
ス
キ
誠
レ
ル
ー
プ
氏
は
海
蛇
座
陶
に
一
彗

星
麺
登
見
し
れ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
上
の
報
告
に

よ
れ
ば
此
の
彗
星
は
十
二
月
玉
日
に
近
日
鮎
た
通
過

し
、
同
二
＋
日
に
南
天
よ
り
北
天
に
移
つ
れ
。
・
し
か

・
し
地
球
か
ら
の
距
離
が
だ
ん
く
遽
ざ
か
っ
て
行
く

の
で
光
り
も
弱
い
。
十
吋
程
度
の
望
遽
鏡
で
な
く
て

は
見
を
2
な
い
。
（
週
期
不
明
）


